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書
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概
要

三　
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戸
で
の
動
向

　
（
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（
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（
三
）　

和
学
講
談
所

　
（
四
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成
瀬
家
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載
に
つ
い
て
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中
野
氏
の
由
緒
を
め
ぐ
る
記
載

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
の
家
臣
中
野
熊
助
関
連
の
文

書
群
全
二
五
四
点
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
成
瀬
家
は
正
成
以
来
尾
張
藩
付
家
老

を
務
め
、
犬
山
城
を
本
拠
地
と
し
て
当
初
三
万
石
、
万
治
二
年（
一
六
五
九
）以
降
は

三
万
五
〇
〇
〇
石
を
領
し
て
い
た
。
成
瀬
家
は
維
新
後
に
犬
山
藩
を
立
藩
す
る
が
、
近

世
に
お
い
て
も
尾
張
藩
と
は
別
に
幕
府
か
ら
江
戸
に
屋
敷
を
拝
領
し
て
お
り
、
四
谷
御

門
内
の
麹
町
十
丁
目
に
上
屋
敷
、
新
宿
角
筈
に
下
屋
敷
が
あ
っ
た
。

中
野
熊
助
は
後
述
の
よ
う
に
、
成
瀬
家
七
代
正ま

さ
な
が寿（

一
七
八
二
〜
一
八
三
八
）・
八
代
正

住（
一
八
一
二
〜
五
七
）・
九
代
正ま
さ
み
つ肥（

一
八
三
五
〜
一
九
〇
三
）の
時
代
に
成
瀬
家
に
出
仕
し

て
い
た
人
物
で
、
こ
の
文
書
群
は
す
べ
て
彼
の
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
の
成

瀬
家
の
家
臣
の
実
像
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
と
い
え
る
。

成
瀬
家
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
、
筧
真
理
子
氏
の
研
究
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
正
成
時
代
は
甲
斐
・
根
来
出
身
者
が
多
く
、
正
虎
の
代
ま
で
知
行
取
層
の
直
臣

召
し
出
し
が
多
い
と
い
う
。
そ
し
て
成
瀬
家
家
臣
団
は
天
明
七
年（
一
七
八
七
）の
段
階

で
全
家
臣
一
九
九
名
の
う
ち
地
方
知
行
が
六
九
名
で
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
石
が
三
七
名

と
最
多
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
成
瀬
家
は
正
成
時
代
に
召
し
出
さ
れ
た
一
〇
〇
石
ク
ラ
ス

の
知
行
取
の
家
臣
を
中
核
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
中
野
家
は
ま
さ
に

こ
の
層
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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一
三
〇

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
野
熊
助
の
残
し
た
文
書
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
取
り
上

げ
、
近
世
後
期
に
お
け
る
成
瀬
家
の
中
核
を
担
う
家
臣
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

一
　
中
野
熊
助
に
つ
い
て

ま
ず
中
野
熊
助
に
つ
い
て
、
成
瀬
家
の
家
臣
団
の
情
報
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
家
臣
団
の
役
職
と
名
前
を
網
羅
し
た
「
惣
帳
」
が
残
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
野
熊
助
は
一
五
〇
石
と
役
扶
持
五
人
分
で
、「
御
側
方
御
勝
手

兼
御
記
録
懸
り
」
を
務
め
て
い
た
。
な
お
、
同
族
の
中
野
甚
太
左
衛
門
も
当
時
一
五
〇

石
で
「
寺
社
奉
行
兼
学
問
所
懸
り
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
安
政
三
年（
一
八
五
六
）に
出
さ
れ
た
武
鑑
の
五
番
目
で
あ
る
『
御
三
家
方
御

附
』
を
み
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
成
瀬
家
の
項
に
重
臣
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

家
老
に
成
瀬
金
兵
衛
・
水
野
瀬
兵
衛
・
神
尾
信
之
丞
・
千
葉
善
左
衛
門
・
馬
場
藤
右
衛

門
・
鈴
木
彦
左
衛
門
、
番
頭
に
福
嶋
源
五
右
衛
門
・
飯
田
平
八
郎
・
小
池
奥
左
衛
門
・

大
竹
伝
兵
衛
・
浅
野
蔀
・
馬
場
豊
太
郎
、
用
人
に
坂
野
三
郎
兵
衛
・
小
野
浅
之
右
衛
門
・

▲
松
岡
権
兵
衛
・
横
井
忠
右
衛
門
・
吉
田
庄
左
衛
門
・
中
野
甚
太
左
衛
門
・
古
畑
彦
太

夫
・
高
田
治
右
衛
門
・
榊
原
祐
左
衛
門
・
▲
中
野
熊
助
・
▲
大
久
保
郡
八
の
名
が
み
え

る
。
こ
の
う
ち
、
▲
の
記
号
を
冠
す
る
者
は
江
戸
定
府
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

と
き
中
野
熊
助
は
江
戸
定
府
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
野
熊
助
文
書
の
中
に
も
彼
が
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）に
自
ら
の
経
歴

を
記
し
た
「
熊
助
隆
香
勤
書　

付
家
譜
ニ
可
載
条
々
」（
以
下
「
勤
書
」
と
す
る
）が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中
野
熊
助

は
諱
を
隆
香
、
初
名
は
熊
次
郎
と
い
い
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）に
生
ま
れ
、
成
瀬
家

（
2
）

（
3
）

に
は
同
一
二
年
一
二
月
八
日
か
ら
出
仕
し
、
文
政
七
年（
一
八
二
四
）九
月
六
日
に
家
督

を
相
続
、
同
一
一
年
一
一
月
二
二
日
に
熊
助
と
改
名
し
、
明
治
三
年
九
月
六
日
に
隠
居

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
一
九
世
紀
初
め
よ
り
維
新
後
の
犬
山
藩
立

藩
ま
で
の
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
成
瀬
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

熊
助
の
経
歴
を
み
て
い
く
と
、
御
側
役
を
振
り
出
し
に
、
目
付
役
や
用
人
を
長
く
務

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
成
瀬
家
八
代
当
主
正
住
の
時
代
に
御
側
御
用
人
を
兼

図1
『御三家方御附』
安政3年（1856）版　成瀬家部分



尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
家
臣
中
野
熊
助
の
職
務
動
向
と
由
緒
意
識

一
三
一

年　月　日 年齢 事　　　　項
文化12年（1815） 12月 8 日 12 御通ひ詰御雇を仰せ付けられる
文政 2 年（1819） 2 月15日 16 初めて御目見する
同年 8 月22日 16 小番役御雇を仰せ付けられる
同 4 年（1821） 7 月18日 18 御側役御雇を仰せ付けられる
同年 12月25日 18 金 5 両＋役扶持 2 人分を下し置かれる
同 7 年（1824） 9 月 6 日 21 亡父権六から家督相続し、知行80石、御側役となる
同10年（1827） 正月18日 24 目付役を仰せ付けられる
同年 12月25日 24 妹鎬が朽木隠岐守綱条（福知山藩）家来北条源太と縁組
同11年（1828） 11月22日 25 熊助と改名する
同12年（1829） 正月23日 26 伊賀亀七養女塩と縁組
同年 11月21日 26 普請奉行兼役を仰せ付けられる
天保 2 年（1831） 8 月28日 28 寺社奉行、目付兼役を仰せ付けられ、普請奉行兼役を解かれる
同 3 年（1832） 11月26日 29 女児出生（初名「三」、同10年に「政」と改名）
同 7 年（1836） 正月11日 33 役米 3 石
同年 8 月23日 33 若殿様（正住）の供として江戸に出立、10月28日着府
同 8 年（1837） 12月28日 34 足高20石

同 9 年（1838） 2 月28日 35 離縁となって実家に戻っていた妹鎬が松平日向守家来林伴治に再嫁し、琴
と改名する（嘉永 3 年〈1832〉3 月 3 日に死去し、駒込片町の大円寺に埋葬）

同年 10月晦日 35 番方助を仰せ付けられる
同10年（1839） 2 月19日 36 役扶持 5 人分を下し置かれる
同年 6 月 6 日 36 勝手方用人兼役を仰せ付けられる
同11年（1840） 2 月 37 阿部伊勢守正弘（福山藩）家来吉田洞京妹と再縁組
同年 3 月18日 37 新組同心支配を仰せ付けられる
同12年（1841） 閏正月10日 38 男児出生（初名「銑三郎」、同14年「善三郎」と改名）
同13年（1842） 2 月 2 日 39 記録懸りを仰せ付けられる
同14年（1843） 正月 6 日 40 女児「節」出生
同年 5 月23日 40 御側御用人兼役を仰せ付けられる
弘化元年（1844） 7 月20日 41 馬方御用心得を仰せ付けられる
同年 8 月15日 41 御側御用人兼役を解かれる
同年 9 月 6 日 41 御用を解かれ、御広間組を仰せ付けられる

同 3 年（1846） 2 月22日 43 角筈の下屋敷内に長屋を拝借し、 3 月12日に上屋敷内の長屋を二宮半右衛
門に引き渡す

同年 閏 5 月10日 43 用人および記録懸りを仰せ付けられる
同年 6 月20日 43 勝手方用人兼役を仰せ付けられる
同年 10月20日 43 武芸懸りを仰せ付けられる
同年 11月20日 43 上屋敷内長屋へ引っ越す
嘉永元年（1848） 5 月11日 45 御側御用人兼役を仰せ付けられ、勝手方用人兼役を解かれる
同年 9 月15日 45 武芸懸りを解かれる
同年 12月25日 45 役扶持 5 人分を下し置かれる
同 2 年（1849） 7 月29日 46 娘「政」が青山下野守忠良（丹波篠山藩）家来依田鍋三郎に嫁す
同年 10月朔日 46 御馬方御用心得を仰せ付けられる
同 4 年（1851） 4 月25日 48 当分名古屋表の勤務を仰せ付けられる
同年 6 月 6 日 48 江戸へ向けて出立

表1　中野熊助の経歴
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一
三
二

務
し
て
お
り
、
特
に
正
住
の
信
任
が
厚
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
御
馬
方
御
用

心
得
や
武
芸
懸
り
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
馬
術
や
武
芸
に

秀
で
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
幕
末
に
は
彼

の
能
力
へ
の
需
要
も
高
ま
っ
た
と
み
え
て
、
度
々
の
加
増
を
受
け
、
維
新
で
立
藩
後
も

引
き
続
き
犬
山
藩
の
御
側
御
用
人
を
務
め
る
と
と
も
に
、
藩
校
の
要
道
館
懸
り
と
な

り
、
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
っ
た
。

同
史
料
に
は
家
族
の
婚
姻
な
ど
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
熊
助
は
文
政
一
二

年
に
伊
賀
亀
七
養
女
の
塩
を
妻
に
迎
え
た
が
、
離
縁
し
た
ら
し
く
、
天
保
一
一
年

（
一
八
四
〇
）に
は
阿
部
伊
勢
守
正
弘（
福
山
藩
一
〇
万
石
）家
来
吉
田
洞
京
妹
と
再
婚
し
て

い
る
。
ま
た
前
妻
と
の
間
に
一
女
、
後
妻
と
の
間
に
一
男
一
女
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
前
妻
と
の
娘
の
政
は
嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）に
青
山
下
野
守
忠
良（
丹
波
篠
山

藩
六
万
石
）家
来
依
田
鍋
三
郎
に
嫁
し
て
い
る
ほ
か
、
嫡
男
銑
三
郎
は
天
保
一
四
年
に
善

三
郎
に
改
名
し
、
安
政
二
年（
一
八
五
五
）五
月
に
は
御
側
役
御
雇
と
し
て
出
仕
し
て
い

る
。
そ
し
て
妹
鎬コ

ウ

が
文
政
一
〇
年
に
朽
木
隠
岐
守
綱
条（
福
知
山
藩
三
万
二
〇
〇
〇
石
）家

来
北
条
源
太
に
嫁
ぎ
、
天
保
九
年
に
は
松
平
日
向
守
直
春（
糸
魚
川
藩
一
万
石
）家
来
林

伴
治
に
再
嫁
し
て
い
る
。

右
で
伊
賀
亀
七
は
同
じ
成
瀬
家
に
仕
え
る
家
臣
と
考
え
ら
れ
、
成
瀬
家
五
代
当
主
正

泰
の
時
代
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
伊
賀
新
九
郎
の
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
田
洞

京（
？
〜
一
八
四
九
）は
福
山
藩
に
代
々
仕
え
る
狩
野
派
御
用
絵
師
で
、
洞
京
で
三
代
目

に
な
る
。
阿
部
正
弘
は
天
保
一
四
年
閏
九
月
に
老
中
に
就
任
し
て
お
り
、
熊
助
の
婚
姻

は
阿
部
家
と
縁
を
も
つ
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、

青
山
忠
良
と
の
縁
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
忠
良
の
三
男
小
吉
が
安

政
二
年
七
月
、
成
瀬
正
住
の
婿
養
子
と
な
り
、
同
四
年
に
は
九
代
当
主
正
肥
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
熊
助
の
娘
政
の
婚
姻
は
の
ち
に
成
瀬
家
に
正
肥
を
迎
え
る
布
石
と
考

（
4
）

（
5
）

（
6
）

同 5 年（1852） 6 月11日 49 勝手方用人兼役、新組同心支配を仰せ付けられる
同 6 年（1853） 2 月26日 50 異国船江戸近海に渡来の節防御のため、武芸懸りを仰せ付けられる
安政 2 年（1855） 5 月19日 52 忰善三郎、御側役御雇を仰せ付けられる
同年 5 月21日 52 武芸懸りを解かれる
同年 7 月16日 52 50石加増を申し渡される
文久 2 年（1862） 10月26日 59 当分江戸定詰を命じられる
同 3 年（1863） 9 月 2 日 60 目付方心得を仰せ付けられる

慶応 4 年（1868） 4 月25日 65 江戸定詰を解かれ、家族を連れて名古屋に移る（ 5 月 2 日名古屋到着、福
島宮内の跡屋敷を拝領）

同年 6 月21日 65 50石加増され大組格席となり、御側御用人はこれまで通り仰せ付けられる
同年 7 月 8 日 65 要道館懸りを仰せ付けられる
明治元年（1668） 9 月21日 65 腰物方加役を仰せ付けられる
同年 10月 9 日 65 勝手懸り当分心得を仰せ付けられる
同 3 年（1870） 9 月 6 日 67 隠居

註：「熊助隆香勤書　付家譜ニ可載条々」より作成。
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一
三
三

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

な
お
、
武
鑑
に
よ
れ
ば
、
熊
助
の
妹
が
嫁
し
た
林
伴
治
は
婚
姻
当
時
は
糸
魚
川
藩
の

「
御
城
使
添
役
」、
天
保
一
一
年
以
降
は
「
御
城
使
」
と
あ
る
。
城
使
は
留
守
居
役
を
意

味
し
、
添
役
は
副
官
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
林
伴
治
は
赤
坂
溜
池
上
の
江
戸
藩
邸

を
拠
点
に
、
諸
藩
の
留
守
居
役
や
、
と
き
に
は
老
中
職
の
大
名
家
ら
と
の
交
流
が
想
定

で
き
、
熊
助
は
成
瀬
家
に
お
い
て
婚
姻
関
係
を
介
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集

す
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二
　
中
野
熊
助
文
書
の
概
要

中
野
熊
助
文
書
は
全
二
五
四
点
の
う
ち
、
以
前
に
仮
整
理
さ
れ
て
い
た
も
の
が

一
六
七
点
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
所
三
男
氏
に
よ
っ
て
、
二
一
枚
の
封
筒
に
入

れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
旧
封
筒
1
に
は
「
在
府
重
臣
層
よ
り
犬
山
目
付
宛
内
密

状
」（
一
）と
表
題
が
付
け
ら
れ
、「
上
命
伝
達
書
状
に
付
署
名
な
き
も
の
多
」「
内
政
・

人
事
の
外
、
府
外
関
係
の
施
策
記
事
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

全
体
的
な
傾
向
を
述
べ
る
と
、
中
野
熊
助
の
時
代
の
書
状
類
が
ほ
と
ん
ど
で
、
天
保

か
ら
幕
末
の
も
の
が
中
心
だ
が
、
一
部
に
明
治
初
期
の
も
の
や
、
熊
助
父
権
六
時
代
の

も
の
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
内
容
は
、
主
と
し
て
①
中
野
家
に
関
す
る
も
の（
由
緒
・

先
祖
祭
祀
な
ど
）、
②
上
命
伝
達
書
状
、
③
職
務
上
の
や
り
と
り
に
関
す
る
も
の
、
④
武

術
に
関
す
る
も
の
、
⑤
江
戸
屋
敷
で
の
注
文
書
、
⑥
写
本
類（
成
瀬
家
関
連
）に
大
別
で

き
る
。

す
で
に
所
氏
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
署
名
の
な
い
上
命
伝
達
書
状
が
多

く
、
そ
れ
ら
に
は
「
内
密
」
と
端
裏
に
書
か
れ
た
も
の
や
、
中
野
熊
助
が
送
っ
た
書
状

に
朱
で
書
き
入
れ
し
、「
熊
助
江
」「
返
報　

熊
助
江
」「
内
密　

熊
助
へ
」
な
ど
と
端

裏
書
に
記
し
て
戻
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
家
中
の
動
向
や
人
事
、

若
殿
・
奥
向
の
情
報
な
ど
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
な
か
に
は
極
秘
事
項
も
含
ま
れ
て

い
て
、
熊
助
が
正
住
・
正
肥
か
ら
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
安
政
二
年
に
青
山
家
か
ら
小
吉
を
迎
え
る
件
で
あ
る
。
こ
の

少
し
前
、
中
野
熊
助
は
主
君
成
瀬
正
住
に
次
の
よ
う
な
伺
を
し
て
い
る
。

再
謹
而
奉
伺
候
、
青
山
下
野
守
様
御
次
男
御
養
縁
之
義
、
連
年
之
御
物
入
御
積

被
成
候
由
ニ
而
御
断
之
趣
御
座
候
得
者
、
先
差
当
り
当
も
無
御
座
候
、
一
両
年
已

前
井
上
河
内
守
殿
御
次
男
様
之
御
儀
阿
部
様
江
御
聞
入
ニ
相
成
候
哉
御
沙
汰
ニ
而
、

横
井
勇
蔵
家
ニ
而
聞
合
候
計
も
御
座
候
処
、
右
ハ
何
故
夫
成
ニ
相
成
候
事
哉
、
と

ん
と
其
故
ヲ
失
念
仕
候
、
上
ニ
ハ
御
覚
も
被
為
在
候
哉
奉
伺
度
、
此
節
外
ゟ
申
込

互
候
ニ
付
奉
伺
度
、
御
覚
も
被
為
在
候
ハ
ヽ
御
沙
汰
奉
伺
度
奉
願
上
候
、
何
も
夫

の
こ
と
早
々
奉
申
上
候
、
謹
言

　
　

三
月
九
日

右
で
は
青
山
忠
良
の
次
男（
実
際
に
は
三
男
）小
吉
を
養
子
に
迎
え
る
話
が
、
連
年
の

物
入
り
で
破
談
に
な
り
か
け
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
一
・
二
年
前

に
浜
松
藩
井
上
家
の
次
男
を
候
補
と
し
て
阿
部
正
弘
に
打
診
し
た
仔
細
を
失
念
し
た
の

で
伺
い
た
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
横
井
勇
藏
が
こ
の
件
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
や
や
の
ち
の
前
掲
万
延
元
年
の
「
惣
帳
」
に
横
井
は
小

番
格
で
御
帳
付
の
一
〇
石
三
人
分
と
あ
り
、
同
姓
横
井
忠
右
衛
門
が
腰
物
方
加
役
記
録

懸
り
二
〇
〇
石
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
横
井
家
は
成
瀬
家
の
重
臣
と
考
え
ら
れ
る
。
正
住

は
右
の
書
状
に
対
し
て
朱
で
「
此
義
前
よ
り
承
り
候
得
共
、
何
分
年
頃
不
相
応
に
付
不

及
許
置
候
事
」
と
返
答
を
加
え
、
日
付
を
「
廿
」（
三
月
二
〇
日
）と
訂
正
し
て
返
信
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
年
齢
が
若
す
ぎ
た
こ
と
が
理
由
で
破
談
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
井
上
家
で
は
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）に
正
直（
一
八
三
七
〜
一
九
〇
四
）が
相
続
し

（
7
）



尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
家
臣
中
野
熊
助
の
職
務
動
向
と
由
緒
意
識

一
三
四

て
い
る
の
で
、
そ
の
弟
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

他
に
書
状
で
や
り
と
り
を
し
て
い
る
人
物
を
前
掲
万
延
元
年
の
「
惣
帳
」
で
み
る

と
、
城
代
家
老
で
四
〇
〇
石
の
小
池
奥
左
衛
門
、
鷹
場
懸
り
で
一
五
〇
石
の
坂
野
三
郎

兵
衛
、
同
心
頭
目
付
で
一
五
〇
石
の
水
谷
八
郎
左
衛
門
、
勘
定
奉
行
で
七
二
俵
の
天
野

八
郎
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
熊
助
は
こ
う
し
た
家
中
の
上
層
部
と
職
務
上
の
連
絡
を
重

ね
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
は
国
元
と
江
戸
藩
邸
以
外
の
面
々
に
も
お
よ
び
、
成
瀬
家
の

京
都
西
洞
院
四
条
下
ル
町
の
屋
敷
と
も
書
状
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
書
群
に
は
成
瀬
家
が
堺
に
も
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
事
情
を
記
し

た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
慶
長
五
庚
子
年
冬
泉
州
堺
政
所
被
仰
付
、
南
北
ニ
政
所

有
之
、
相
勤
申
候
趣
旧
記
ニ
相
見
申
候
」
と
し
て
、
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）に
初
代
正

成
が
堺
政
所
と
な
り
、
二
代
正
虎
が
そ
れ
ま
で
の
屋
敷
と
引
き
換
え
に
、
幕
府
か
ら
新

た
に
浜
辺
の
柳
町
を
与
え
ら
れ
、
以
後
代
々
同
所
に
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
端
裏
に
「
松
平
周
防
守
様
御
内
々
御
尋
ニ
付
天
明
二
寅
年

八
月
四
日
境
沢
嘉
兵
衛
持
参
御
用
人
高
浜
直
右
衛
門
を
以
指
出
候
扣
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
由
緒
は
天
明
二
年（
一
七
八
二
）八
月
に
老
中
松
平
康
福
か
ら
内
々
に
尋
ね
ら

れ
た
こ
と
に
対
す
る
返
答
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
堺
屋

敷
の
図
面
の
写
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、
堺
の
鉄
砲
鍛
冶
芝
辻
理
右
衛
門
が
こ
の
屋
敷
を

管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
幕
末
の
世
相
を
伝
え
る
内
容
の
も
の
も
散
見
さ
れ
る
も

の
の
、
尾
張
藩
内
の
具
体
的
な
動
向
を
伝
え
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま

た
、
武
術
の
心
得
の
あ
っ
た
熊
助
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
田
辺
流
鎗
術
の
ほ
か
、
馬

術
や
武
具
に
関
す
る
記
載
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
族
の
中
野
甚
太
左
衛

門
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。

な
お
、
文
書
群
に
は
明
治
初
年
の
も
の
も
あ
っ
て
、
熊
助
は
隠
居
後
「
大
象
」
と
名

乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）一
二
月
に
丹
羽
郡

の
伊
賀
乗
勢
の
屋
敷
三
三
坪
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
伊
賀
乗
勢
は
犬
山
藩
士
出
身
の

書
家
で
、
同
一
五
年
に
『
愛
知
県
丹
羽
葉
栗
郡
地
誌
』
を
著
し
て
い
る
。

三
　
江
戸
で
の
動
向

　
　
　
（
一
）　

江
戸
定
府
の
生
活

前
述
の
よ
う
に
、
経
歴
か
ら
み
て
中
野
熊
助
は
江
戸
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
武
鑑

を
み
る
と
定
府
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
「
勤
書
」
に
は
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）二
月

二
二
日
、
角
筈
の
下
屋
敷
内
に
長
屋
を
拝
借
し
、
三
月
一
二
日
に
引
っ
越
し
て
い
る
。

そ
し
て
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）以
来
拝
借
し
て
き
た
上
屋
敷
内
の
長
屋
を
二
宮
半
右
衛

門
に
引
き
渡
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
野
家
は
熊
助
の
父
権

六
の
時
代
か
ら
定
府
だ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
の
時
期
の
武
鑑
に
よ
れ
ば
、
こ
の

二
宮
は
城
使
、
す
な
わ
ち
留
守
居
で
、
万
延
元
年
の
「
惣
帳
」
で
は
留
守
居
で
二
〇
〇

石
と
あ
る
。
熊
助
の
拝
借
し
た
下
屋
敷
の
長
屋
は
西
の
端
で
間
口
四
間
だ
っ
た
が
、
同

年
一
一
月
二
〇
日
に
は
上
屋
敷
内
長
屋
に
再
び
引
っ
越
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
れ
は

長
屋
の
建
て
替
え
が
あ
っ
た
た
め
の
一
時
的
措
置
の
よ
う
で
、
熊
助
が
新
た
に
拝
借
し

た
長
屋
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
も
の
で
、
東
か
ら
二
軒
目
の
間
口
五
間
の
長
屋
だ
っ

た
。
そ
の
後
は
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）四
月
に
名
古
屋
に
二
ヵ
月
近
く
出
張
す
る
ほ
か

は
定
府
の
ま
ま
で
あ
り
、
江
戸
定
詰
を
解
か
れ
た
の
は
、
幕
府
瓦
解
後
の
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）四
月
二
五
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
熊
助
は
成
瀬
家
の
家
中
に
お
い
て
典
型
的
な
定
府
家
臣
で
あ
り
、
麹

町
十
丁
目
の
上
屋
敷
内
の
長
屋
に
家
族
と
と
も
に
居
住
し
な
が
ら
、
留
守
居
と
も
近
い

（
8
）



尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
家
臣
中
野
熊
助
の
職
務
動
向
と
由
緒
意
識

一
三
五

要
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
当
文
書
群
に
は
藩
邸
内
で
の
具
体
的
な
生

活
ぶ
り
や
、
行
楽
な
ど
に
外
出
し
た
と
い
っ
た
記
事
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
武
術
に
堪
能
だ
っ
た
熊
助
は
、
し
ば
し
ば
脇
差
・
鍔
・
旗
・
甲
冑
・
長

刀
・
鐙
と
い
っ
た
武
具
・
馬
具
類
の
注
文
を
し
て
お
り
、
上
屋
敷
周
辺
の
四
谷
・
赤
坂

の
商
職
人
か
ら
の
受
取
書
や
請
求
書
が
散
見
さ
れ
る
。
他
に
も
浦
部
流
・
猪
谷
流
剣
術

の
目
録
の
写
し
が
残
っ
て
お
り
、
こ
と
に
猪
谷
流
は
尾
張
藩
士
猪
谷
和
充
が
開
い
た
剣

術
の
流
派
だ
が
、
水
谷
氏
か
ら
秘
伝
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
熊
助
は
若
い
頃
か
ら
田
辺
流
鎗
術
を
修
め
、
家
督
相
続
前
の
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）一
二
月
に
は
「
鎗
術
格
別
御
出
精
」
を
認
め
ら
れ
、「
大
鎗
ニ
組
替
」
を
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
勤
書
」
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
に
田
辺
四
郎
右
衛
門
門
人

と
し
て
褒
詞
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
田
辺
流
は
、
柄
に
可
動
性
の
管
を
装
着
し
て
突
き

出
し
易
く
し
た
実
践
的
な
管
槍
を
用
い
る
行
覚
流
の
一
派
で
、
尾
張
藩
内
の
事
情
を
書

き
残
し
た
「
昔
咄
」
で
は
「
行
覚
流
ハ
世
に
云
ふ
田
辺
流
の
事
也
。」
と
述
べ
ら
れ
、

「
源
敬
様
御
鎗
ハ
行
覚
流
を
御
稽
古
あ
り
。
田
辺
四
郎
右
衛
門
常
之
御
指
南
仕
り
ぬ
。

こ
れ
よ
り
御
代
々
御
流
儀
と
定
り
、
瑞
龍
院
様
相
続
き
て
御
稽
古
あ
り
ぬ
。
御
持
鎗
の

管
鎗
ハ
行
覚
流
の
こ
し
ら
へ
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
田
辺
流
は
尾
張
藩

の
藩
祖
義
直
が
田
辺
流
の
指
南
を
受
け
、
二
代
光
友
以
降
代
々
指
南
役
を
務
め
る
流
派

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
末
の
対
外
的
な
緊
張
が
高
ま
る
な
か
で
、
熊
助
が
武
芸
懸
り

を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
（
二
）　

世
相
を
め
ぐ
る
風
聞

熊
助
の
書
状
に
は
、
こ
と
に
幕
末
の
政
治
情
勢
を
伝
え
る
も
の
が
多
く
、
諸
国
諸
藩

の
風
聞
書
や
諸
外
国
の
動
向
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）の
参
勤
交
代
緩
和
や
明
治
維
新

（
9
）

（
10
）

（
11
）

期
の
通
達
、
長
州
征
伐
や
旧
幕
府
脱
走
兵
と
箱
館
戦
争
の
動
向
、
尾
張
藩
一
四
代
藩
主

徳
川
慶
勝
の
評
判
、
そ
し
て
も
う
一
人
の
附
家
老
竹
腰
家
の
動
向
な
ど
、
断
片
的
な
内

容
が
多
い
も
の
の
、
家
中
上
層
部
で
ど
の
よ
う
な
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る

上
で
は
貴
重
で
あ
る
。

こ
と
に
大
老
井
伊
直
弼
が
反
対
派
に
対
す
る
弾
圧
と
し
て
安
政
の
大
獄
を
始
め
る

と
、
尾
張
藩
内
だ
け
で
な
く
、
成
瀬
家
も
時
代
に
翻
弄
さ
れ
て
い
く
が
、
江
戸
を
拠
点

と
す
る
熊
助
は
こ
の
時
期
の
情
報
収
集
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
政
五
年（
一
八
五
八
）七
月
に
一
橋
派
の
尾
張
藩
主
徳
川

慶
恕（
の
ち
の
慶
勝
）が
隠
居
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
弟
の
茂
徳
が
藩
主
と
な
る

が
、
慶
勝
の
信
任
篤
い
成
瀬
家
当
主
の
正
肥
は
同
時
に
失
脚
し
、
も
う
一
方
の
付
家
老

竹
腰
正
富
が
中
心
と
な
っ
て
藩
政
を
進
め
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
桜
田
門
外
の
変
で
井

伊
が
暗
殺
さ
れ
る
と
流
れ
が
変
わ
り
、
文
久
二
年
に
成
瀬
正
肥
は
藩
内
事
情
を
書
き
付

け
た
文
書
を
一
橋
派
の
福
井
藩
前
藩
主
松
平
慶
永
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
九

月
に
竹
腰
正
富
が
幕
府
か
ら
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
翌
三
年
に
は
茂
徳
が
隠
居
し
て
義
宜

が
相
続
す
る
と
、
実
父
の
慶
勝
が
再
び
藩
の
実
権
を
掌
握
し
、
正
肥
も
藩
政
に
返
り
咲

い
た
。
熊
助
の
も
と
に
尾
張
藩
御
馬
廻
組
遠
山
彦
四
郎
の
竹
腰
へ
の
弾
劾
状
の
写
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
反
竹
腰
派
の
尾
張
藩
士
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
正
肥
が
「
竹
一

条
」
と
表
現
し
て
熊
助
に
送
っ
た
書
状
に
お
い
て
、端
裏
に
「
火
中
物
」
と
記
す
な
ど
、

こ
の
時
期
の
緊
迫
し
た
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
（
三
）　

和
学
講
談
所

文
書
群
の
な
か
で
や
や
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
包
紙
に
「
書
付　

屋
代
太
郎
」

と
あ
る
次
の
文
書
で
あ
ろ
う
。

（
12
）

（
13
）
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一
三
六

林
大
学
頭
支
配　

和
学
講
談
所　

塙　

次
郎

右
次
郎
儀
父
惣
検
校
時
ゟ
御
屋
形
江
御
出
入
仕
和
学
御
用
相
勤
候
ニ
付
、
講
談
所

取
建
候
砌
御
材
木
買
受
、
願
之
通
被
仰
付
成
就
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
之
次
第

ニ
御
座
候
所
、
去
辰
七
月
中
講
談
所
向
其
外
共
破
損
仕
修
履
加
申
度
存
候
得
共
、

自
力
ニ
難
及
候
ニ
付
御
金
拝
借
仕
度
段
鈴
木
丹
後
守
殿
え
願
置
候
処
、
急
々
之
御

扱
被
成
下
兼
御
趣
ニ
而
其
侭
ニ
相
成
居
申
候
内
、
当
八
月
朔
日
大
風
雨
ニ
而
兼
々
破

損
之
場
所
を
被
吹
破
大
破
ニ
相
成
、
何
分
難
捨
置
種
々
勘
考
仕
候
得
共
行
届
兼
、

甚
以
心
痛
仕
候
、
依
之
何
卒
兼
而
奉
願
置
候
拝
借
金
之
儀
、
此
節
格
別
之
思
召
を

以
御
聞
済
被
成
下
様
奉
願
上
候
趣
、
近
々
其
御
方
様
江
当
人
ゟ
願
書
差
上
可
申
候

間
、
何
卒
御
憐
愍
を
以
相
叶
候
様
仕
度
於
私
奉
願
候
、
皇
恐
頓
首

　
　

十
一
月
十
三
日�

弘
賢
上　

右
は
屋
代
弘
賢（
一
七
五
八
〜
一
八
四
一
）が
和
学
講
談
所
の
塙
忠た
だ
と
み宝（

一
八
〇
七
〜

六
二
）に
さ
き
が
け
て
尾
張
藩
に
拝
借
金
の
協
力
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

和
学
講
談
所
は
塙
保
己
一（
一
七
四
六
〜
一
八
二
一
）が
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）に
幕
府

か
ら
下
付
金
を
受
け
て
裏
六
番
町
の
宅
地
を
借
り
て
設
立
し
た
学
問
所
で
、
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）に
表
六
番
町
に
移
転
し
て
い
る
。
林
大
学
頭
支
配
に
属
し
、
和
学
こ
と
に

国
史
・
律
令
を
講
じ
、『
群
書
類
従
』
な
ど
多
く
の
国
書
を
校
訂
・
編
纂
し
た
。
寛
政

七
年
に
は
幕
府
か
ら
四
ヵ
所
の
町
屋
敷
か
ら
の
年
々
の
上
納
金
五
〇
両
を
下
付
さ
れ
雑

費
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
文
政
四
年（
一
八
二
一
）に
保
己
一
が
死
去

す
る
と
、
四
男
の
忠
宝
が
継
ぎ
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）に
忠
宝
が
講
談
所
前
で
伊
藤

俊
輔
ら
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
そ
の
子
忠た

だ
つ
ぐ韻
が
継
承
す
る
が
、
事
業
は
衰
退
し
、
慶
応
四

年（
一
八
六
八
）六
月
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
史
料
や
稿
本
類
は
明
治
政
府
の
修
史
局
に
引

き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
屋
代
弘
賢
は
表
右
筆
な
ど
を
歴
任
し
た
旗
本
で
、
塙
保
己
一
の
弟
子
に
あ
た

り
、
和
学
講
談
所
会
頭
を
務
め
た
。
有
職
故
実
・
書
誌
学
に
す
ぐ
れ
、
能
書
家
・
蔵
書

家
で
も
あ
り
、
不
忍
池
の
ほ
と
り
に
蔵
書
五
万
冊
を
納
め
た
書
庫
「
不
忍
文
庫
」
を
築

い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

右
で
は
和
学
講
談
所
の
設
立
の
際
の
材
木
調
達
に
尾
張
藩
が
協
力
し
た
縁
故
を
も
と

に
、
破
損
修
復
費
用
の
調
達
の
た
め
、
去
辰
七
月
に
尾
張
藩
の
鈴
木
丹
後
守
に
拝
借
金

を
願
っ
た
が
難
航
し
、
こ
の
年
八
月
の
大
風
雨
で
建
物
が
さ
ら
に
大
破
し
深
刻
化
し
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
武
江
年
表
』
に
は
天
保
四
年（
一
八
三
三
）の

記
事
に
「
八
月
朔
日
、
大
風
雨
家
屋
を
損
じ
樹
木
を
折
る
。」
と
あ
る
の
で
、
和
学
講

談
所
の
大
破
は
こ
の
と
き
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
鈴
木
に

拝
借
金
を
打
診
し
た
の
は
そ
の
前
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
武
鑑
に
よ
れ
ば
鈴
木
は
こ

の
と
き
江
戸
家
老
で
あ
り
、
屋
代
弘
賢
は
今
度
は
付
家
老
の
成
瀬
家
に
協
力
を
求
め
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
（
四
）　

成
瀬
家
の
武
鑑
掲
載
に
つ
い
て

本
文
書
群
に
は
武
鑑
に
つ
い
て
の
内
容
が
散
見
さ
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
武
鑑
は

大
名
・
幕
府
役
人
の
名
鑑
で
、
享
保
期
以
降
は
須
原
屋
茂
兵
衛
と
出
雲
寺
和
泉
掾
が

版
権
を
独
占
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
通
常
四
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
構
成
は
一
巻
が

一
〇
万
石
格
以
上
の
大
名
、
二
巻
が
そ
れ
以
外
の
大
名
と
諸
大
名
家
の
隠
居
者
な
ど
、

三
巻
が
江
戸
城
本
丸
の
役
人
、
四
巻
が
江
戸
城
西
丸
の
役
人
を
掲
載
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
、
嘉
永
・
安
政
期
に
は
五
巻
目
と
し
て
「
御
三
家
方
御
付
」
と
題
す

る
巻
が
付
属
す
る
場
合
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
御
三
家
付
家
老
の
五
家
が
家
格
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一
三
七

上
昇
運
動
を
起
こ
し
て
き
た
実
態
が
あ
り
、
成
瀬
家
と
し
て
も
、
武
鑑
に
掲
載
さ
れ
る

の
を
待
ち
望
ん
で
い
た
ら
し
く
、
安
政
三
年（
一
八
五
六
）正
月
一
〇
日
、
熊
助
は
主
君

正
住
に
「
須
原
屋
武
鑑
一
条
何
分
暮
押
詰
り
板
彫
刻
ニ
取
懸
り
、
未
出
来
兼
候
由
、
い

つ
れ
当
月
末
迄
ニ
ハ
出
来
差
出
候
義
と
存
候
間
」
と
、
刊
行
の
延
引
の
理
由
と
見
通
し

を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
年
の
二
月
一
〇
日
に
熊
助
は
「
二
日
出
候
上
右
一
覧
、
武
鑑
延
引
な
か

ら
大
出
来
大
悦
致
し
在
可
申
候
、
水
野
大
炊
名
前
削
致
し
候
段
如
何
に
も
残
念
、
定
而

同
所
よ
り
厳
敷
御
察
当
可
有
之
候
、何
分
残
念
ニ
候
」
と
述
べ
て
、本
来
正
月
刊
行
の
は

ず
の
武
鑑
の
刊
行
が
遅
れ
、
し
か
も
紀
州
藩
附
家
老
水
野
家
の
水
野
忠
幹
の
名
前
部
分

が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
残
念
だ
と
し
て
い
る
。
水
野
忠
幹
は
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

六
月
に
家
督
を
相
続
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
嫡
男
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

嘉
永
六
年
の
武
鑑
か
ら
「
水
野
大
炊
頭
忠
幹
」、
そ
れ
以
前
は
「
水
野
藤
四
郎
」
と
し

て
諱
部
分
が
黒
々
と
塗
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
版
木
に
彫
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

り
、
右
の
指
摘
は
こ
れ
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
武
鑑
へ
の
掲
載
は

付
家
老
五
家
に
と
っ
て
大
名
に
比
肩
す
る
別
格
意
識
を
表
象
す
る
重
要
な
意
義
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

四
　
中
野
氏
の
由
緒
を
め
ぐ
る
記
載

当
文
書
群
に
は
、
中
野
家
の
先
祖
に
関
す
る
内
容
の
も
の
が
多
い
の
も
特
徴
と
い
え

る
。
成
瀬
家
伝
来
文
書
の
う
ち
、中
野
惣
兵
衛
忠
恕
が
作
成
し
た
「
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、

中
野
家
は
忠
俊
が
「
宗
心
様
」（
初
代
成
瀬
正
成
）、
辰
直
が
「
一
岳
様
」（
二
代
成
瀬
正
虎
）

に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
成
時
代
は
甲
斐
・
根
来
出
身
者
が

多
く
、
正
虎
の
代
ま
で
知
行
取
層
の
直
臣
召
し
出
し
が
多
い
と
い
い
、
成
瀬
家
家
臣
団

の
由
緒
は
、
①
三
河
以
来
の
譜
代
家
臣
、
②
正
成
の
父
正
一
の
武
蔵
在
国
時
に
仕
官

（
武
川
衆
）、
③
正
一
の
甲
斐
在
国
時
に
仕
官（
武
田
衆
）、
④
関
ヶ
原
後
の
正
一
の
大
坂

在
番
時
に
仕
官（
根
来
衆
）、
⑤
正
成
の
尾
張
入
国
後
仕
官（
新
参
衆
）に
大
別
さ
れ
、
中

野
家
は
新
参
衆
に
当
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。

前
掲
「
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
成
瀬
家
の
家
臣
と
し
て
は
、
①
惣
兵
衛
忠
恕（
一
〇
〇

石
）、
②
中
野
権
六（
八
〇
石
）、
③
与
市
忠
義（
一
〇
〇
石
）の
三
家
の
存
在
が
確
認
で
き

る
。
熊
助
は
こ
の
う
ち
の
②
の
系
統
で
あ
り
、
三
家
と
も
ほ
ぼ
同
格
と
い
え
る
。
ま

た
、
③
の
中
野
与
市
の
死
後
、
与
市
の
兄
重
松
治
兵
衛
が
熊
助
の
父
権
六
に
宛
て
た
書

状
に
よ
れ
ば
、
与
市
の
次
男
が
病
弱
で
相
続
に
堪
え
な
い
と
し
て
、
親
族
の
亀
多
尾
太

兵
衛
の
次
男
仙
太
郎
を
養
子
に
願
い
出
た
い
と
し
て
い
る
。

な
か
で
も
熊
助
と
中
野
甚
太
左
衛
門
晴
賢
は
同
族
間
で
盛
ん
に
交
流
が
あ
り
、
先
祖

祭
祀
や
先
祖
調
査
を
た
び
た
び
行
っ
て
い
る
。
両
中
野
家
で
は
先
祖
を
井
伊
家
と
認
識

し
、
井
伊
家
初
代
の
共
保
や
井
伊
宮
へ
の
関
心
、
他
の
一
族
の
調
査
へ
と
発
展
し
て
い

る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）に
は
中
野
甚
太
左
衛
門
は
龍
潭
寺

な
ど
井
伊
谷
を
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
暖
和
之
節
被
為
勝
益
御
機
嫌
能
可
被
成
御
座
、
目
出
度
御
儀

奉
存
候
、
其
後
ハ
大
ニ
御
無
沙
汰
仕
候
、
此
段
御
免
可
被
下
候
、
扨
去
月
廿
一
日

出
立
、
遠
州
秋
葉
山
江
参
詣
、
井
谷
龍
潭
寺
へ
も
立
寄
奉
願
罷
越
、
気
賀
ニ
泊
り
、

翌
朝
寺
へ
参
候
処
、
弐
里
先
之
宿
宮
口
之
寺
へ
法
用
ニ
而
被
参
留
守
ニ
付
、
帰
り

ニ
可
参
旨
申
置
、
廿
六
日
夕
八
過
ニ
参
候
処
、
和
尚
在
寺
ニ
而
初
而
対
面
、
其
日

村
内
ニ
弔
有
之
候
由
ニ
而
参
候
節
、
乗
物
・
鋏
箱
・
長
柄
等
出
居
候
、
近
付
参
候

へ
共
直
ニ
相
済
候
間
、
其
内
ニ
寺
内
を
致
見
物
候
様
被
申
聞
、
被
参
直
ニ
被
帰
候
、

寺
内
一
町
余
四
方
有
之
、
客
殿
も
見
付
、
土
間
・
庫
裏
も
大
き
成
棟
ニ
御
座
候
、

其
外
禅
堂
・
開
山
堂
・
寺
家
も
五
徳
有
之
、
大
寺
ニ
御
座
候
、
庭
ニ
も
築
山
泉
水

（
14
）（

15
）

（
16
）

（
17
）

（
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）

（
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）
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一
三
八

有
之
、
彦
根
侯
御
霊
屋
ニ
ハ
共
保
公
・
直
盛
公
・
直
政
公
衣
冠
之
木
像
、
御
位
牌

有
之
、
其
西
之
方
御
廟
所
有
之
、
共
保
侯
よ
り
直
政
公
迄
之
石
碑
十
五
本
斗
、
夫

ゟ
越
後
与
板
之
御
廟
、
新
野
・
小
野
中
野
・
鈴
木
・
近
藤
な
と
之
廟
所
有
之
候
、

右
等
絵
図
ニ
致
候
へ
と
も
、
日
々
せ
わ
し
く
重
而
相
廻
し
可
申
候
、
中
野
之
位
牌

も
開
山
堂
ニ
弐
本
有
之
候
、
石
碑
は
惣
躰
五
輪
ニ
御
座
候
、
中
野
之
ハ
五
輪
三
ツ

有
之
候

　
　

梅
心
自
芳
居
士　
　

初
代
三
郎
直
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
基

　
　

一
雨
祖
乗
居
士　
　

二
代
式
部
大
輔
直
村

　
　

頓
室
玄
機
居
士　
　

三
代
信
濃
守
直
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

春
芳
捴
智
大
姉　
　
　
　

同
室

　
　

寿
庵
宗
椿
居
士　
　

四
代
越
後
守
直
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

錦
江
宗
栄
大
姉　
　
　
　

同
室

　
　
　
　

是
ハ
奥
山
因
幡
守
娘
ニ
而
、

　
　
　
　

直
政
公
母
之
妹
と
相
見
候

位
牌
も
右
之
通
一
本
紋
ハ
丸
ニ
万
字
、
又
一
本
ハ
・
六
代
目
・
七
代
目
之
位
牌

右
ニ
付
不
審
有
之
候
、
当
時
彦
根
ニ
有
之
中
野
ハ
小
三
郎
三
千
五
百
石
、
平
馬

千
二
百
石
、
右
両
家
の
外
ニ
両
家
、
是
は
百
石
・
二
百
石
の
由
、
小
三
郎
之
家

ハ
越
後
守
直
之
之
家
筋
と
申
事
相
違
無
之
候
、又
彦
根
御
家
中
ニ
先
年
尋
候
処
、

右
百
石
・
弐
百
石
之
中
野
御
家
門
ニ
ハ
候
へ
共
、
小
三
郎
・
平
馬
と
ハ
家
筋
違

ひ
候
旨
申
聞
候
、
左
候
へ
ハ
初
代
よ
り
二
筋
ニ
相
成
り
、
将
監
様
之
候
末
ハ
小

サ
キ
中
野
ニ
候
哉
之
事
、
龍
潭
寺
へ
山
入
致
候
ハ
小
三
郎
計
之
由
其
夜
一
宿
、

翌
日
昼
頃
迄
罷
在
候
、
段
々
相
尋
候
へ
共
、
右
之
訳
ハ
分
り
兼
申
候
、
又
折
を

以
彦
根
へ
参
り
相
尋
可
申
候

一
共
保
公
八
幡
宮
ニ
祭
り
寺
内
ニ
御
座
候
影
像
貰
候
付
、
さ
し
上
申
候
、
并
橘
も

一
枝
被
呉
、
此
葉
ニ
而
瘍
落
候
旨
被
申
聞
候
、
是
又
配
分
差
上
申
候
、
又
々
近

日
可
申
上
、
先
々
申
上
残
し
候
、
以
上

　
　
　

三
月
廿
六
日

右
は
甚
太
左
衛
門
が
熊
助
に
送
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
甚
太
左
衛

門
は
井
伊
谷
八
幡
宮
や
龍
潭
寺
を
訪
ね
、
住
職
に
話
を
訊
く
と
と
も
に
井
伊
共
保
に
始

ま
る
井
伊
家
の
墓
所
や
位
牌
な
ど
を
見
学
し
、
そ
こ
に
他
の
家
臣
と
と
も
に
初
代
直
房

に
始
ま
る
中
野
一
族
の
墓
が
四
代
直
之
ま
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
墓
所
は
現
在
も
当
時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
配
置
で
存
在
し
て
い
る（
図
2
・
3
参
照
）。

そ
し
て
甚
太
左
衛
門
は
、
彦
根
藩
士
中
野
家
は
四
家
あ
り
、
①
小
三
郎
家（
三
五
〇
〇

石
）、
②
平
馬
家（
一
二
〇
〇
石
）、
③
・
④
は
将
監
忠
辰
の
家
系（
一
〇
〇
石
〜
二
〇
〇
石
）

と
考
え
て
い
る
。
し
か
も
甚
太
左
衛
門
は
彦
根
藩
に
も
こ
の
件
で
問
い
合
わ
せ
を
し
て

お
り
、
中
野
家
が
彦
根
藩
井
伊
家
に
連
な
る
由
緒
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
先
祖
に
対

す
る
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

右
の
記
述
を
含
め
た
甚
太
左
衛
門
の
度
重
な
る
調
査
と
、
惣
兵
衛
の
「
系
譜
」
か
ら

明
ら
か
に
な
る
中
野
家
の
系
図
は
、
図
4
の
通
り
で
あ
る
。
井
伊
家
か
ら
中
野
直
房
が

分
れ
、
直
房
の
子
直
村
の
子
孫
が
彦
根
藩
士
と
し
て
小
三
郎
家
と
平
馬
家
の
系
統
と

な
っ
た
。
そ
し
て
直
房
の
も
う
一
人
の
子
直
忠
の
子
孫
に
当
た
る
の
が
、
成
瀬
家
に
仕

え
る
三
家
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
系
統
が
分
れ
た
の
は
、
井
伊
直
虎
の
時
代
に
井

伊
家
は
一
度
所
領
を
失
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
に
井
伊
家
を
離
れ
た
の
が
中
野
直
忠
の

系
統
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
世
初
頭
に
は
本
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
た

め
、
直
忠
玄
孫
の
忠
辰
の
家
系
が
彦
根
藩
に
改
め
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
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一
三
九

図2　中野家墓所

図3　中野家墓碑

が
、
そ
の
後
年
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
由
緒
が
不
分
明
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
野
家
の
子
孫
を
称
す
る
一
〇
〇
〇
石
の
旗
本
中
野
家
が
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
重
直
に
始
ま
る
旗
本
中
野
家
を
収
録

し
て
い
て
、「
今
の
呈
譜
に
井
伊
三
郎
直
房
が
苗
裔
に
し
て
代
々
三
河
国
中
野
村
に
住

す
と
い
ふ
。」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
史
料
に
は
「
こ
れ
に
よ
れ
ば

こ
の
家
井
伊
家
の
庶
流
な
る
が
ご
と
し
と
い
へ
ど
も
、
寛
永
系
図
惣
括
秀
郷
流
に
左
衛

門
尉
公
澄
を
も
つ
て
、
中
野
等
の
祖
と
記
し
て
こ
の
家
を
秀
郷
流
に
収
め
、
ま
た
尊
卑

分
脈
に
公
澄
よ
り
七
代
中
野
三
郎
景
信
見
ゆ
る
と
き
は
家
説
甚
疑
は
し
と
い
へ
ど
も
、

し
ば
ら
く
異
同
を
こ
ゝ
に
弁
ず
。」
と
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
寛
永
期
に
は
別
の
家
系

を
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り
旗
本
中
野
家
は
井
伊

家
に
連
な
る
家
系
を
意
識
し
て
仮
冒
し
た
と
推
察
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
八
世
紀
後
半
以
降
、
武
家
社
会
が
由
緒
を
意
識
し
て
い
く
趨
勢
の
な
か
で
、
中
野

家
は
古
い
記
録
類
の
収
集
や
現
地
調
査
を
積
極
的
に
行
い
、
一
族
の
自
覚
を
強
め
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
中
野
熊
助
文
書
の
全
体
的
な
特
徴
と
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
諸
要
素
を
検
討

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
中
野
熊
助
は
江
戸
定
府
の
家
臣
で
、
留
守
居
役
の
よ
う
な
情

報
収
集
活
動
を
行
う
一
方
、
成
瀬
家
当
主
の
信
任
を
得
て
内
密
な
情
報
を
提
供
し
、
さ

ら
に
武
芸
に
秀
で
た
点
が
評
価
さ
れ
、
内
憂
外
患
的
緊
張
の
高
ま
っ
た
幕
末
に
は
家
中

の
指
導
に
あ
た
る
と
い
う
、
家
中
で
か
な
り
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
と
に
定
府
の
家
臣
は
少
数
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
熊
助
の
能
力
に
家

（
20
）
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一
四
〇

註（
1
）　

筧
真
理
子
「
成
瀬
氏
家
臣
団
の
形
成
と
編
成
〜
天
明
期
ま
で
を
中
心
に
〜
」（『
公
益
財
団

法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫 

研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
2
）　
『
犬
山
市
史
』
史
料
編
四　

近
世
上（
犬
山
市
、
一
九
八
七
年
）二
九
〜
五
二
頁
。

（
3
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
1
。

図
4
　
中
野
家
系
図

中
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
職
務
は
日
常
的
に
多
忙
を
極
め
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

そ
し
て
婚
姻
を
通
し
て
阿
部
家
や
青
山
家
と
い
っ
た
譜
代
名
門
に
近
付
き
、
主
家
の

家
格
上
昇
や
同
族
間
の
由
緒
意
識
を
高
め
る
な
ど
、
江
戸
市
中
で
の
行
楽
や
藩
邸
で
の

生
活
ぶ
り
な
ど
を
中
心
と
し
た
勤
番
武
士
像
と
は
異
な
る
実
務
官
僚
的
側
面
を
示
し
て

お
り
、
成
瀬
家
の
家
臣
団
の
研
究
や
、
付
家
老
の
研
究
と
と
も
に
、
今
後
の
定
府
藩
士

井
伊
忠
直
─
直
氏　

─
直
平
─
直
宗
─
直
盛
─
直
虎

─
直
満
─
直
親
─
直
政

※
彦
根
藩
井
伊
家

─
中
野
直
房
─
直
村
─
直
由
─
直
之

※
彦
根
藩
士
中
野
小
三
郎
家
三
、
五
〇
〇
石
、
平
馬
家
一
、
二
〇
〇
石

重
直=

重
吉
─
重
弘
─
弘
吉
─
尹
政
─
尹
久
─
尹
良
─
尹
房
─
尹
周=

尹
標
─
尹
明（
旗
本
中
野
家
一
、
〇
〇
〇
石
）

─
─
尹
当

─
尹
清
─
尹
標

─
直
忠
─
忠
房
─
忠
良
─
忠
俊
─
忠
辰

　
※
彦
根
藩
士
中
野
家
二
〇
〇
石
・
一
〇
〇
石

忠
善
─
倫
忠
─
忠
義
─
忠
包
─
忠
喬
─
忠
恕（
犬
山
成
瀬
家
家
臣
一
〇
〇
石
、
中
野
惣
兵
衛
）

─
─
良
明

─
─
了
節
─
─
倫
房

─
─
義
坦

─
─
直
忠

─
─
致
義

─
─
了
照

─
─
了
安
─
春
忠

─
─
了
知
─
長
久

─
─
良
忠
─
─
隆
弘

権
六
─
隆
香（
犬
山
成
瀬
家
家
臣
一
〇
〇
石
、中
野
熊
助
）

─
─
忠
正
─
正
佐

─
─
忠
冬
─
辰
直
─
陳
直
─
忠
直
─
忠
潔
─
忠
来=

忠
栄
─
忠
義（
犬
山
成
瀬
家
家
臣
一
〇
〇
石
、中
野
与
市
）

─
─
忠
実
─
─
清
直

の
研
究
に
も
資
す
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

註
：
図
中
の
太
字
は
「
系
譜
」

（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所

蔵
）に
お
け
る
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）時
点
で
の
成

瀬
家
家
中
の
中
野
三
家
の

当
主
を
示
す
。
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一
四
一

（
4
）　

正
住
時
代
に
犬
山
に
啓
道
館
、
名
古
屋
城
下
の
成
瀬
家
の
屋
敷
内
に
要
道
館
が
設
け
ら
れ

た
が
、
明
治
元
年
に
要
道
館
を
啓
道
館
に
合
併
し
て
い
る
。

（
5
）　
『
犬
山
市
史
』
別
巻　

文
化
財
・
民
俗（
犬
山
市
、
一
九
八
五
年
）三
三
一
〜
三
三
二
頁
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
九
郎
の
孫
四
郎
左
衛
門
兼
重（
一
七
九
二
〜
一
八
五
七
）は
試
し
切
り
の
名

人
と
い
わ
れ
た
人
物
で
、
家
禄
八
〇
石
で
側
役
・
取
次
役
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
嘉
永
期
の
武

鑑
に
は
成
瀬
家
の
用
人
兼
城
使
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
中
野
家
と
ほ
ぼ
同
格
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

（
6
）　
『
福
山
藩
の
日
本
画
』
福
山
城
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
。

（
7
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
92
─
3
。

（
8
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
236
。

（
9
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
218
。

（
10
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
215
。

（
11
）　
『
名
古
屋
叢
書
』
第
24
巻
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
三
年
、一
九
八
、
一
九
九
頁
。

（
12
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
91
・
111
。

（
13
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
181
。

（
14
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
141
─
2
。

（
15
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
98
。

（
16
）　
「
系
譜
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
）。
文
化
八
年（
一
八
一
一
）ま
で
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
17
）　

前
掲（
1
）参
照
。

（
18
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
163
。
前
掲
万
延
元
年
の
「
惣
帳
」
に
は
治
兵
衛
の
後
継
と
み
ら
れ

る
八
〇
石
の
重
松
三
之
丞
の
名
が
み
え
る
と
と
も
に
、
一
五
〇
石
の
亀
多
尾
甲
太
郎
の
名
も
み

え
る
。
二
人
と
も
広
間
組
で
あ
り
、
中
野
与
市
家
と
は
家
柄
的
に
ほ
ぼ
同
格
と
い
え
る
。

（
19
）　

犬
山
・
中
野
熊
助
文
書
129
。

（
20
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』　

第
13
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
、
三
三
九
〜

三
四
一
頁
。
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